
ブランド価値評価に関するアンケート結果の概要（暫定版）

２００２年２月

経済産業省経済産業政策局産業組織課

　企業法制研究会（ブランド価値評価研究会）の調査・研究の一環として、経済産業省は昨

年 10月「ブランド価値評価に関するアンケート」を実施いたしました。

　当アンケートについて、暫定的な集計結果の一部分をご報告いたします。なお、本集計結

果（2001年 12 月末現在）は最終的なものではなく、最終報告においてデータの追加修正等

があり得る点にご注意下さい。

　お忙しい中、今回のアンケートにご協力いただいた各企業の方々につきましては、誠にあ

りがとうございました。

（参考）

・アンケート送付先　計　３７８５社

 内訳 上場企業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  3,575 社

   　 有価証券報告書を提出している非上場会社のうち資本金 50億円以上の会社  210 社

・２００１年１２月末時点：回収率 26.3％（上場企業：26.0％、非上場企業：31.4％）
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Ｑ８　競争優位をもたらすブランドの有無

Ｑ１２　ブランドイメージの構成要素<10点満点>
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　Ｑ９，Ｑ１０　競争優位をもたらすブランドの効果<複数回答>
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流通経路を容易に確保できる

ブランドを他社に対してライセンス供与または売却するこ
とによって莫大な収入を得ることができる

広告宣伝費を削減できる

ブランドを利用してシナジー効果を生み出し、新市場を開
拓できる

他社の製品等と同価格であっても、より多くの製品等の
販売・提供ができる

他社の製品等に比べて高い価格で販売できる

上段：競争優位をもたらすブランドがある会社
下段：競争優位をもたらすブランドがない会社
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Ｑ１５　ブランドイメージを創出し、支えている無形項目<10点満点>

Ｑ１３　顧客が選好する最も重要なブランドイメージ
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とくにブランド管理は行なっていない

コーポレート（企業）・ブランドもプロダクト（製品等）・ブランドも本社で一括
管理している

コーポレート（企業）・ブランドとプロダクト（製品等）・ブランドとは別個に管
理している

コーポレート（企業）・ブランドおよび各プロダクト（製品等）・ブランドごとに
ブランド・マネージャーを置くなど、それぞれ別個に管理している

Ｑ１８　ブランド管理の状況<複数回答>
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ブランド管理組織がある
42.0%

Ｑ１９　ブランド管理組織の有無
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偽造品の防止
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ブランド・ポジショニングの確立

ブランド・アイデンティティの確立および使用規準（マニュアル）の作成

流通経路の確保

価格設定および価格維持

広告宣伝活動

品質向上

製品等製造技術の向上

消費者意識の調査

一貫したメッセージの発信

社内的モラ－ルの向上

経営理念の共有化

Ｑ２５　ブランド開発等において重視する事項<３つ回答>
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製品等の保証のためのコスト

カスタマーサービスのためのコスト

社内的モラ－ル向上のためのコスト

経営理念を徹底させるためのコスト
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ブランド買取費用

ブランディング・コスト（ネーミング・コスト）

Ｑ２６　ブランドコストに含める費用<ブランドコストを把握している企業のみ：複数回答>
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従業員のモラルの向上

流通支配力

マーケット・シェア

ブランドのリピート購入率

ブランドのトライアル購入率

ブランドの購入意向率

ブランド・イメージの向上

消費者（または企業）における認知度の向上

売上数量の増加（率）

財務コストの逓減

株価の上昇

売上総利益の増加額（率）

営業利益の増加額（率）

売上高の増加額（率）

Ｑ２７　ブランドコストの効果の測定指標<ブランドコストを把握している企業のみ：複数回答>
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専門スタッフが企画して外部に委託
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Ｑ３０　マーケティングリサーチの実施状況<複数回答>
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不定期に行なっている

ブランドを開発、拡張、改良するときに行なっている

年に1度、定期的に行なっている

半年に1度、定期的に行なっている

月に1度、定期的に行なっている

Ｑ３１　マーケティングリサーチの実施頻度<複数回答>

上段：ＰＢ
下段：ＣＢ
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貨幣額以外の指数等で評価することを検討している

貨幣額以外の指数等で評価している

貨幣額で評価することを検討している

貨幣額で評価している

Ｑ３５　ブランド評価の現状<複数回答>
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Ｑ３６　ブランドスコアカードの利用
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事業戦略の転換を図ることができる

ＴＯＢの防止またはＭ＆Ａの適正価格の算定に役立つ

資金調達が容易になる

同業他社との適切な経営比較に役立つ

株主に対する説明責任遂行状況の報告に役立つ

投資者に対して適切な投資判断情報を提供できる

Ｑ３８　ブランドの資産計上の効果<複数回答>
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Ｑ４０　ブランドの資産計上または開示の方法
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ブランド評価益を処分可能利益から除外できる

税務上、ブランド評価益が益金不算入とされる

ブランド評価益を直接に資本に計上できる

ブランド評価益と同額をブランドメンテナンス費として損益計算書に計上
できる

客観的なブランド評価モデルに基づいて適正なブランド評価額が算定で
きる

客観的なブランド評価モデルが構築される

Ｑ３９　ブランドの資産計上の条件について<複数回答>


